
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め 印刷条件が設定済のジョブのデータを複数保持可能な記憶手
段に記憶されているジョブのデータの印刷処理を実行する画像処理装置であって、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示
により選択可能にする、操作制御手段と、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示に
より選択され、且つ、当該画像処理装置の操作手段から印刷実行指示がユーザ入力された

、当該選択されたジョブのデータの印刷処理を、当該ジョブに対して予め
設定済の印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させる、制御手段

と、を有し、
　前記制御手段は、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示に
より複数選択され、且つ、複数のジョブのデータの結合指示が当該画像処理装置の操作手
段からユーザ入力された 、
　当該選択された複数のジョブのデータをもとに作成された１つの結合ジョブのデータを
、当該選択された複数のジョブに対して予め 設定済の印刷条件にか
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わって新たに 設定された当該結合ジョブの印刷条件と共に、当該画像
処理装置の操作手段からの印刷実行指示のユーザ入力なしに当該画像処理装置による印刷
を開始させることなく、前記記憶手段により保持させ、
　且つ、前記制御手段は、
　前記記憶手段に保持された前記結合ジョブのデータの印刷処理を、当該画像処理装置の
操作手段からの印刷実行指示がユーザ入力された場合に、前記選択された複数のジョブに
対して予め 設定済の印刷条件にかわって新たに
設定された前記結合ジョブの印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ、
　且つ、前記制御手段は、
　前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件として継承可能な印刷条件
に関しては、前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させることを許可
し、
　且つ、前記操作制御手段は、
　前記選択された複数のジョブから継承可能な印刷条件を前記結合ジョブの印刷条件とし
て前記記憶手段により保持させる場合に、前記結合ジョブの印刷条件として

新たに受付けを許可する印刷条件を制限する、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件として継承可能な印刷条件
を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる指示が当該画像処理装
置の操作手段からユーザ入力されたことを条件に、前記選択された複数のジョブから継承
可能な印刷条件を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる、こと
を特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、
　前記結合指示と共に前記選択された複数のジョブのデータの消去指示が当該画像処理装
置の操作手段からユーザ入力されたことを条件に、前記結合ジョブのデータを前記記憶手
段に保持させると共に前記選択された複数のジョブのデータを前記記憶手段から消去させ
、
　且つ、前記制御手段は、
　前記結合指示と共に前記選択された複数のジョブのデータの消去指示が当該画像処理装
置の操作手段からユーザ入力されなかった場合、前記結合ジョブのデータを前記記憶手段
に保持させると共に前記選択された複数のジョブのデータを前記記憶手段から消去させる
ことを禁止することを特徴とする請求項１又は２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記選択された複数のジョブから継承可能な印刷条件は、少なくとも、両面印刷に関す
る印刷条件及び給紙手段の選択に関する印刷条件及び印刷用紙の種類に関する印刷条件の
何れかを含むことを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記操作制御手段は、
　ユーザ毎に割当て可能な複数のボックスの各ボックス毎に区別して、前記記憶手段に記
憶されているジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により選
択可能にし、
　前記操作制御手段は、前記結合ジョブのデータを前記複数のボックスのどのボックスの
データとして前記記憶手段に保持させるかを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ
指示により選択可能にする、ことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の画像処理
装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　前記選択された複数のジョブのデータに該当する複数の文書データが当該画像処理装置
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の操作手段からのユーザ指示による前記複数のジョブの選択順序と同じ順序で１つに結合
された文書データを、前記結合ジョブのデータとして、前記結合ジョブの印刷条件と関連
付けて、前記記憶手段に保持させることを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載の画
像処理装置。
【請求項７】
　前記操作制御手段は、
　前記操作手段により表示させる前記記憶手段に記憶されているジョブのファイル名を一
覧表示する表示画面を介して、予め印刷条件が設定済のジョブのデータを、前記記憶手段
に記憶されている複数のジョブのデータの中から当該画像処理装置のユーザにより複数選
択可能にし、
　且つ、前記操作制御手段は、前記結合ジョブのファイル名を前記操作手段により表示さ
せる表示画面を介して当該画像処理装置のユーザにより設定可能にすることを特徴とする
請求項１乃至６の何れかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記操作制御手段は、前記操作手段により表示させる表示画面を介して、前記結合ジョ
ブのファイル名を当該画像処理装置のユーザにより設定可能にし、且つ、前記操作制御手
段は、前記結合ジョブのファイル名がユーザにより設定されなかった場合は、前記結合ジ
ョブのデータを前記記憶手段に保持させた時点の日時を、前記結合ジョブのファイル名と
して利用可能にすることを特徴とする請求項１乃至７の何れかに記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、ホストコンピュータにて予め印刷条件が設定済のジョブのデータと前
記画像処理装置の前記操作手段を介して予め印刷条件が設定済のジョブのデータを、結合
対象のジョブのデータとして前記記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項１乃至８
の何れかに記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　予め 印刷条件が設定済のジョブのデータを複数保持可能な記憶手
段に記憶されているジョブのデータの印刷処理を実行する画像処理装置の制御方法であっ
て、
　前記制御方法は、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示
により選択可能にし、
　且つ、前記制御方法は、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示に
より選択され、且つ、当該画像処理装置の操作手段から印刷実行指示がユーザ入力された

、当該選択されたジョブのデータの印刷処理を、当該ジョブに対して予め
設定済の印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ、

　且つ、前記制御方法は、
　前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め

印刷条件が設定済のジョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示に
より複数選択され、且つ、複数のジョブのデータの結合指示が当該画像処理装置の操作手
段からユーザ入力された場合に、
　当該選択された複数のジョブのデータをもとに作成された１つの結合ジョブのデータを
、当該選択された複数のジョブに対して予め 設定済の印刷条件にか
わって新たに 設定された当該結合ジョブの印刷条件と共に、当該画像
処理装置の操作手段からの印刷実行指示のユーザ入力なしに当該画像処理装置による印刷
を開始させることなく、前記記憶手段により保持させ、
　且つ、前記制御方法は、
　前記記憶手段に保持された前記結合ジョブのデータの印刷処理を、当該画像処理装置の
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操作手段からの印刷実行指示がユーザ入力された 、前記選択された複数のジョブに
対して予め 設定済の印刷条件にかわって新たに
設定された前記結合ジョブの印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ、
　且つ、前記制御方法は、
　前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件として継承可能な印刷条件
に関しては、前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させることを許可
し、
　且つ、前記制御方法は、
　前記選択された複数のジョブから継承可能な印刷条件を前記結合ジョブの印刷条件とし
て前記記憶手段により保持させる場合に、前記結合ジョブの印刷条件として

新たに受付けを許可する印刷条件を制限する、ことを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　前記制御方法は、
　前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件として継承可能な印刷条件
を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる指示が当該画像処理装
置の操作手段からユーザ入力されたことを条件に、前記選択された複数のジョブから継承
可能な印刷条件を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる、こと
を特徴とする請求項１０記載の制御方法。
【請求項１２】
　前記制御方法は、前記結合指示と共に前記選択された複数のジョブのデータの消去指示
が当該画像処理装置の操作手段からユーザ入力されたことを条件に、前記結合ジョブのデ
ータを前記記憶手段に保持させると共に前記選択された複数のジョブのデータを前記記憶
手段から消去させ、
　且つ、前記制御方法は、
　前記結合指示と共に前記選択された複数のジョブのデータの消去指示が当該画像処理装
置の操作手段からユーザ入力されなかった場合、前記結合ジョブのデータを前記記憶手段
に保持させると共に前記選択された複数のジョブのデータを前記記憶手段から消去させる
ことを禁止することを特徴とする請求項１０又は１１記載の制御方法。
【請求項１３】
　前記選択された複数のジョブから継承可能な印刷条件は、少なくとも、両面印刷に関す
る印刷条件及び給紙手段の選択に関する印刷条件及び印刷用紙の種類に関する印刷条件の
何れかを含むことを特徴とする請求項１０乃至１２の何れかに記載の制御方法。
【請求項１４】
　前記制御方法は、
　ユーザ毎に割当て可能な複数のボックスの各ボックス毎に区別して、前記記憶手段に記
憶されているジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により選
択可能にし、
　前記制御方法は、前記結合ジョブのデータを前記複数のボックスのどのボックスのデー
タとして前記記憶手段に保持させるかを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示
により選択可能にする、ことを特徴とする請求項１０乃至１３の何れかに記載の制御方法
。
【請求項１５】
　前記制御方法は、
　前記選択された複数のジョブのデータに該当する複数の文書データが当該画像処理装置
の操作手段からのユーザ指示による前記複数のジョブの選択順序と同じ順序で１つに結合
された文書データを、前記結合ジョブのデータとして、前記結合ジョブの印刷条件と関連
付けて、前記記憶手段に保持させることを特徴とする請求項１０乃至１４の何れかに記載
の制御方法。
【請求項１６】
　前記制御方法は、
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　前記操作手段により表示させる前記記憶手段に記憶されているジョブのファイル名を一
覧表示する表示画面を介して、予め印刷条件が設定済のジョブのデータを、前記記憶手段
に記憶されている複数のジョブのデータの中から当該画像処理装置のユーザにより複数選
択可能にし、
　且つ、前記制御方法は、前記結合ジョブのファイル名を前記操作手段により表示させる
表示画面を介して当該画像処理装置のユーザにより設定可能にすることを特徴とする請求
項１０乃至１５の何れかに記載の制御方法。
【請求項１７】
　前記制御方法は、前記操作手段により表示させる表示画面を介して、前記結合ジョブの
ファイル名を当該画像処理装置のユーザにより設定可能にし、且つ、前記操作制御手段は
、前記結合ジョブのファイル名がユーザにより設定されなかった場合は、前記結合ジョブ
のデータを前記記憶手段に保持させた時点の日時を、前記結合ジョブのファイル名として
利用可能にすることを特徴とする請求項１０乃至１６の何れかに記載の制御方法。
【請求項１８】
　前記制御方法は、ホストコンピュータにて予め印刷条件が設定済のジョブのデータと前
記画像処理装置の前記操作手段を介して予め印刷条件が設定済のジョブのデータを、結合
対象のジョブのデータとして前記記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項１０乃至
１７の何れかに記載の制御方法。
【請求項１９】
　請求項１０乃至１８の何れかに記載の制御方法を実行するためのプログラム。
【請求項２０】
　請求項１０乃至１８の何れかに記載の制御方法を実行するためのプログラムを記憶した
コンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像メモリを備えたデジタル複写機等の画像処理装置に関し、特に、画像デー
タを入力する画像入力手段と、前記画像入力手段により入力された画像データを順次記憶
する画像記憶手段と、前記複数の画像データに対し設定されている処理モードを画像とリ
ンクしジョブとして記憶するジョブ記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶された画像デー
タを読み出し、前記ジョブ記憶手段に記憶された処理モードに応じて順次プリント出力す
る画像出力手段とを有する画像処理装置および画像処理装置の制御方法およびプログラム
および記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、スキャナから読み取った画像データや、ホストコンピュータからネットワークを介
して送られてきたＰＤＬデータをビットマップに展開した画像データを複写機内のハード
ディスクなどのメモリに一旦記憶し、そのメモリから任意の原稿の画像データを繰り返し
読み出してプリントアウトする機能を備えたデジタル複写機（画像処理装置）が知られて
いる。
【０００３】
また、これらデジタル複写機には、ステイプル、パンチ穴開け、折り、製本とじ等のフィ
ニッシング機能を搭載したフィニッシャを接続することができ、それらフィニッシングの
設定や両面等の画像の割り付けなどを画像の保存と同時にジョブ属性としてメモリに保存
しておき、画像の入力とは非同期にこれらジョブ情報に基づきプリント出力するボックス
機能を有するものもある。
【０００４】
このボックス機能において、複数の文書を選択し、それら複数の文書を１文書としてまと
めて結合し、再度ボックスに保存しなおすボックス結合保存という機能がある。このボッ
クス結合保存機能は、よく同時にプリント出力する複数のボックス文書を結合して１文書
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にすることで、毎回同じ順序で複数文書を選択しプリント出力設定をする手間を省くこと
ができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ボックス結合保存機能では、各文書に部数、フィニッシング等の異なるプ
リント設定がされている場合に用紙サイズ、画像向き等で不整合となる可能性があるため
、設定情報は一度全てクリアされ、結合後の文書に対して再度フィニッシング等の設定を
明示的に行わなければならない。しかも、この結合後の文書設定は全ページに対して一意
に行われるため、両面設定や給紙段設定などは全ページに対して同一の設定しか適用でき
ず、非常に使い辛いという問題点があった。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点を解消するためになされたもので、保持されている複数のジョ
ブに設定されている印刷条件を利用しながらも、結合した１つのジョブに対してユーザの
好みに応じて印刷条件を自由に設定させることで、フレキシブルなボックス結合保存処理
環境を構築できる仕組みを提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る画像処理装置は、以下の特徴的構成を備える。
　予めホストコンピュータで印刷条件が設定済のジョブのデータを複数保持可能な記憶手
段に記憶されているジョブのデータの印刷処理を実行する画像処理装置であって、前記記
憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予めホストコンピュータで印刷条
件が設定済のジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により選
択可能にする、操作制御手段と、前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの
中から予めホストコンピュータで印刷条件が設定済のジョブのデータが当該画像処理装置
の操作手段からのユーザ指示により選択され、且つ、当該画像処理装置の操作手段から印
刷実行指示がユーザ入力された場合に、当該選択されたジョブのデータの印刷処理を、当
該ジョブに対して予めホストコンピュータで設定済の印刷条件に従って、当該画像処理装
置により実行させる、制御手段とを有し、前記制御手段は、前記記憶手段に記憶されてい
る複数のジョブのデータの中から予めホストコンピュータで印刷条件が設定済のジョブの
データが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により複数選択され、且つ、複数
のジョブのデータの結合指示が当該画像処理装置の操作手段からユーザ入力された場合に
、当該選択された複数のジョブのデータをもとに作成された１つの結合ジョブのデータを
、当該選択された複数のジョブに対して予めホストコンピュータで設定済の印刷条件にか
わって新たに当該画像処理装置で設定された当該結合ジョブの印刷条件と共に、当該画像
処理装置の操作手段からの印刷実行指示のユーザ入力なしに当該画像処理装置による印刷
を開始させることなく、前記記憶手段により保持させ、且つ、前記制御手段は、前記記憶
手段に保持された前記結合ジョブのデータの印刷処理を、当該画像処理装置の操作手段か
らの印刷実行指示がユーザ入力された場合に、前記選択された複数のジョブに対して予め
ホストコンピュータで設定済の印刷条件にかわって新たに当該画像処理装置で設定された
前記結合ジョブの印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ、且つ、前記制御
手段は、前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件として継承可能な印
刷条件に関しては、前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させること
を許可し、且つ、前記操作制御手段は、前記選択された複数のジョブから継承可能な印刷
条件を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる場合に、前記結合
ジョブの印刷条件として当該画像処理装置で新たに受付けを許可する印刷条件を制限する
、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る画像処理装置の制御方法は、以下の特徴的構成を備える。
　予めホストコンピュータで印刷条件が設定済のジョブのデータを複数保持可能な記憶手
段に記憶されているジョブのデータの印刷処理を実行する画像処理装置の制御方法であっ
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て、前記制御方法は、前記記憶手段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予め
ホストコンピュータで印刷条件が設定済のジョブのデータを、当該画像処理装置の操作手
段からのユーザ指示により選択可能にし、且つ、前記制御方法は、前記記憶手段に記憶さ
れている複数のジョブのデータの中から予めホストコンピュータで印刷条件が設定済のジ
ョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により選択され、且つ、当
該画像処理装置の操作手段から印刷実行指示がユーザ入力された場合に、当該選択された
ジョブのデータの印刷処理を、当該ジョブに対して予めホストコンピュータで設定済の印
刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ、且つ、前記制御方法は、前記記憶手
段に記憶されている複数のジョブのデータの中から予めホストコンピュータで印刷条件が
設定済のジョブのデータが当該画像処理装置の操作手段からのユーザ指示により複数選択
され、且つ、複数のジョブのデータの結合指示が当該画像処理装置の操作手段からユーザ
入力された場合に、当該選択された複数のジョブのデータをもとに作成された１つの結合
ジョブのデータを、当該選択された複数のジョブに対して予めホストコンピュータで設定
済の印刷条件にかわって新たに当該画像処理装置で設定された当該結合ジョブの印刷条件
と共に、当該画像処理装置の操作手段からの印刷実行指示のユーザ入力なしに当該画像処
理装置による印刷を開始させることなく、前記記憶手段により保持させ、且つ、前記制御
方法は、前記記憶手段に保持された前記結合ジョブのデータの印刷処理を、当該画像処理
装置の操作手段からの印刷実行指示がユーザ入力された場合に、前記選択された複数のジ
ョブに対して予めホストコンピュータで設定済の印刷条件にかわって新たに当該画像処理
装置で設定された前記結合ジョブの印刷条件に従って、当該画像処理装置により実行させ
、且つ、前記制御方法は、前記選択された複数のジョブから前記結合ジョブの印刷条件と
して継承可能な印刷条件に関しては、前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段によ
り保持させることを許可し、且つ、前記制御方法は、前記選択された複数のジョブから継
承可能な印刷条件を前記結合ジョブの印刷条件として前記記憶手段により保持させる場合
に、前記結合ジョブの印刷条件として当該画像処理装置で新たに受付けを許可する印刷条
件を制限する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の一実施形態を示す画像処理装置を適用可能なデジタル複写機の構成を示
すブロック図である。
【００１９】
図において、本実施形態のデジタル複写機は、デジタル複写機本体１０１と画像入出力制
御部１０５で構成される。
【００２０】
デジタル複写機本体１０１は、操作部１０２、リーダ部１０３、プリンタ部１０４から構
成される。操作部１０２は、デジタル複写機本体１０１及び画像入出力制御部１０５を操
作するために使用する。リーダ部１０３は、原稿の画像を読み取り、原稿画像に応じた画
像データをプリンタ部１０４及び画像入出力制御部１０５へ出力する。プリンタ部１０４
は、リーダ部１０３及び画像入出力制御部１０５からの画像データに応じた画像を記録紙
上に記録する。
【００２１】
画像入出力制御部１０５は、リーダ部１０３に接続されており、コンピュータインタフェ
ース部１０６、画像メモリ１０７、制御部１０８、バックアップＲＡＭ１１０から構成さ
れる。
【００２２】
コンピュータインタフェース部１０６は、パーソナルコンピュータ又はワークステーショ
ン（ＰＣ／ＷＳ）によって構成されるプリントサーバ（ＰＣ／ＷＳ）１０９と制御部１０
８の間のインタフェースであり、ＰＣ／ＷＳ１０９から転送された画像を表すコードデー
タ（ＰＤＬ）をプリンタ部１０４で記録できる画像データに展開して制御部１０８に渡す
。なお、コンピュータインタフェース部１０６とＰＣ／ＷＳ１０９は、イーサネット（登
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録商標）等のネットワークで接続されていてもよい。
【００２３】
制御部１０８は、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等により構成され、ＣＰＵがＲＯＭ又は他の記
憶媒体に格納されたプログラムを実行して、リーダ部１０３，コンピュータインタフェー
ス部１０６，画像メモリ１０７等のそれぞれの間のデータの流れを制御するものであり、
その詳細については後述する。
【００２４】
バックアップＲＡＭ１１０は、電源を落としても消去されないメモリであり、デジタル複
写機本体１０１及び画像入出力制御部１０５においてバックアップしておかなければなら
ないデータを保存しておくものである。
【００２５】
また、ＰＣ／ＷＳ１０９は、図示しないＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等を有し、ＣＰＵがＲＯ
Ｍ又は他の記憶媒体に格納されたプログラムを実行して、各種処理を行うことができる。
【００２６】
図２は、図１に示したリーダ部１０３及びプリンタ部１０４の構成を示す断面図であり、
特にプリンタ部１０４にフィニッシャが装着された場合を示す。
【００２７】
図において、２０１は原稿給送装置で、原稿を先頭順に１枚ずつプラテンガラス２０２上
へ給送し、原稿の読み取り動作終了後、プラテンガラス２０２上の原稿を排出するもので
ある。原稿がプラテンガラス２０２上に搬送されると、ランプ２０３を点灯し、そしてス
キャナユニット２０４の移動を開始させて、原稿を露光走査する。この時の原稿からの反
射光は、ミラー２０５、２０６、２０７、及びレンズ２０８によってＣＣＤイメージセン
サ（以下ＣＣＤという）２０９へ導かれる。このように、走査された原稿の画像はＣＣＤ
２０９によって読み取られる。
【００２８】
２２１はレーザドライバで、レーザ発光部２１０を駆動するものであり、出力画像データ
に応じたレーザ光をレーザ発光部２１０に発光させる。このレーザ光は感光ドラム２１１
に照射され、感光ドラム２１１にはレーザ光に応じた潜像が形成される。
【００２９】
この感光ドラム２１１の潜像の部分には現像器２１２によって現像剤が付着される。カラ
ー機の場合は、イエロー（Ｙ），マゼンタ（Ｍ），シアン（Ｃ），ブラック（Ｋ）の４色
分現像器が装着される。そして、レーザ光の照射開始と同期したタイミングで、カセット
２１３及びカセット２１４、手差し給紙段２２７のいずれかから記録紙を給紙して転写部
２１５へ搬送し、感光ドラム２１１に付着された現像剤を記録紙に転写する。現像剤の乗
った記録紙は定着部２１６に搬送され、定着部２１６の熱と圧力により現像剤は記録紙に
定着される。
【００３０】
定着部２１６を通過した記録紙は排出ローラ２１７によって排出され、また、両面記録が
設定されている場合は、排出ローラ２１７のところまで記録紙を搬送した後、排出ローラ
２１７の回転方向を逆転させ、フラッパ２１８によって再給紙搬送路２１９へ導く。再給
紙搬送路２１９へ導かれた記録紙は上述したタイミングで転写部２１５へ給紙される。
【００３１】
また、Ｚ折りユニット２２６が本体に装備されている場合には、Ｚ折りユニットへ記録紙
が搬送され、操作部１０２からの操作に応じてＺ折りが行われる。
【００３２】
さらに、フィニッシャ２２０が装備されている場合、排出された記録紙を束ねて記録紙の
仕分けをしたり、ユーザからの指定に応じてパンチャ２２３で記録紙のパンチが、ステイ
プラ２２４でステイプルがそれぞれ行われる。
【００３３】
また、サドルステッチャ２２５を使用すると、記録紙の中央部をステッチし、その中央部
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を折ることにより記録紙が製本される。インサータ２２２では、予め印刷された記録紙を
、表紙や合紙として給紙することが可能となり、プリンタ部の記録紙経路を通すことがな
いため用紙を傷めず搬送することができる。サドルステッチャ２２５を使用しないジョブ
は、排紙口２３１を通り、可動トレイ２２８、２２９のどちらかに排出される。可動トレ
イ２２８と２２９は両方共上下に動作することができ、可動トレイ２２８に出力する場合
には可動トレイ２２８が排紙口２３１の位置まで降りる。サドルステッチャ２２５を使用
するジョブは、排紙口２３２を通り、製本トレイ２３０に排出される。
【００３４】
図３は、図１に示した操作部１０２のキー配列を示す平面図である。
【００３５】
図において、３０１は電源スイッチであり、デジタル複写機本体１０１および画像入出力
部１０５への通電を制御する。３０２は予熱キーであり、予熱モードのＯＮ／ＯＦＦに使
用する。３０３はコピーＡモードキーであり、複数の機能の中からコピーＡモードを選択
するときに使用する。３０４はコピーＢモードキーであり、複数の機能の中からコピーＢ
モードを選択するときに使用する。コピーＡ及びコピーＢとは、各々同じコピー機能であ
るが、片方のコピーのスキャナ読み込みが終了している場合は次のコピーの入力ができる
ため、敢えてユーザに分かりやすくするために二つのコピーに分けている。
【００３６】
３０５はメールボックスキーであり、複数の機能の中からメールボックスモードを選択す
るときに使用する。メールボックス機能とは、ユーザ個人や部署毎に複写機内のメモリに
記憶領域を持ち、そこにＰＤＬやスキャン画像を入れておき、好きなときに出力する機能
である。３０６は拡張キーであり、ＰＤＬに対する操作を行うときに使用する。３０３～
３０６は後述するＬＣＤ３１６の各々の機能画面を呼び出すときにも使用され、ＬＣＤ３
１６の表示により各々のジョブの状況を見ることができる。
【００３７】
３０７はコピースタートキーであり、コピーの開始を指示するときに用いるキーである。
３０８はストップキーであり、コピーを中断したり、中止したりするときに用いるキーで
ある。３０９はリセットキーで、スタンバイ中は標準モードに復帰させるキーとして動作
する。３１０はガイドキーであり、各機能を知りたいときに使用するキーである。
【００３８】
３１１はユーザモードキーであり、ユーザがシステムの基本設定を変更するときに使用す
る。３１２は割り込みキーであり、コピー中に割り込みしてコピーしたいときに用いる。
３１３はテンキーであり、数値の入力を行うときに使用する。３１４はクリアキーであり
、数値をクリアするときに用いる。３１５はＩＤキーであり、複写機を使用する場合にＩ
Ｄの入力モードに移行するときに使用する。
【００３９】
３１６は、液晶画面とタッチセンサの組合せからなるＬＣＤタッチパネル（操作パネル）
であり、各モード毎に個別の設定画面が表示され、さらに、描画されたキーに触れること
で、各種の詳細な設定を行うことが可能である。また、各々のジョブの動作状況表示など
も行う。３１７は、ネットワークの通信状態を示すタリーランプであり、通常は緑色で、
通信しているときは緑色で点滅し、ネットワークエラーの場合には赤色になる。
【００４０】
図４は、図３に示した操作パネル３１６のコピー標準画面を示した模式図であり、本実施
形態の画像処理装置では、電源投入時にデフォルトとしてコピー標準画面で起動するよう
になっている。
【００４１】
図において、４０１はメッセージラインであり、コピージョブの状態をメッセージで表示
する。４０２は倍率表示であり、設定された倍率やコピーモードによって自動的に決めら
れる倍率をパーセントで表示する。４０３は用紙サイズ表示であり、選択された出力用紙
を表示し、自動用紙選択が設定されている場合にはオート用紙というメッセージを表示す
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る。
【００４２】
４０４は置数表示であり、何枚コピーするかを示す。４０５は縮小キーであり、縮小コピ
ーを行いたい場合に使用する。４０６は等倍キーであり、縮小や拡大が設定されている場
合に等倍に戻したいときに使用する。４０７は拡大キーであり、拡大コピーを行いたい場
合に使用する。４０８はズームキーであり、細かい単位で倍率を設定して縮小コピーや拡
大コピーを行いたい場合に使用する。
【００４３】
４０９は用紙選択キーであり、出力用紙を指定する場合に使用する。４１０はソータキー
であり、ソートやステイプルのモードを設定する場合に使用する。４１１は両面キーであ
り、両面モードを設定する場合に使用する。
【００４４】
４１２は濃度表示で、現在の濃度が分かるようになっており、左側が濃度が薄く、右側が
濃度が濃いことを示す。また、濃度表示４１２は、うすくキー４１３、こくキー４１５と
連動して表示が変化するようになっている。うすくキー４１３は、濃度を薄くしたい場合
に使用する。こくキー４１５は、濃度を濃くしたい場合に使用する。４１４は自動キーで
あり、自動的に濃度を決定するモードを使用する場合に使用する。
【００４５】
４１６は文字キーであり、文字原稿をコピーするのに適した濃度に自動的に設定する文字
モードを設定する場合に使用する。４１７は文字／写真キーであり、写真が混在した原稿
をコピーするのに適した濃度に自動的に設定する文字／写真モードを設定する場合に使用
する。４１８は応用モードキーであり、コピー標準画面で設定できない様々なコピーモー
ドを設定する場合に使用する。
【００４６】
４１９はプリント状況キーであり、現在このデジタル複写機本体１０１で行われているプ
リントの状況やジョブ履歴を見たい場合に使用する。このプリント状況キー４１９は、コ
ピー標準画面だけではなく、常にこの位置に現れており、いつでもこのキーを押すことに
よりプリント状況を見ることができるようになっている。
【００４７】
図５は、図１に示した画像メモリ１０７の論理的な使用方法を示した模式図である。
【００４８】
図に示すように、本実施形態において、画像メモリ１０７は、使用用途に応じてハードデ
ィスク等の画像メモリの記憶領域をテンポラリ領域５０１とボックス全体領域５０２に論
理的に分けられる。
【００４９】
テンポラリ領域５０１は、画像データの出力順序を変えたり、複数部出力においても一回
のスキャンで出力ができるようにするために、ＰＤＬの展開データやスキャナからの画像
データを一時的に記憶する記憶領域である。ボックス全体領域５０２はボックス機能を使
用するための記憶領域であり、５０３～５０７のように登録された数の小さな記憶領域（
ボックス領域１，２，３，４，……）に分割されている。ボックス領域（以下ボックス）
５０３～５０７は、各ユーザや会社などの部署毎に割り当てられ、各ボックスにはボック
ス名とパスワードを付けることができる。ユーザはボックスを指定することでＰＤＬジョ
ブやスキャンジョブを各ボックスに入力することができ、パスワードを入力することで実
際にボックスの中を見たり、設定変更やプリント出力を行う。
【００５０】
図６（ａ），（ｂ）は、本発明の画像処理装置における第１，２の制御処理手順の一例を
示すフローチャートであり、ボックス登録処理手順に対応する。なお、このフローチャー
トの処理は、図１に示した制御部１０８，ＰＣ／ＷＳ１０９のＣＰＵ等がＲＯＭ又は他の
記憶媒体に格納されたプログラムを実行する実現される。また、図中のＳ６０１～Ｓ６０
９は各ステップを示す。
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【００５１】
なお、ボックスへの登録は、ホストコンピュータ１０９からのＰＤＬ画像と、スキャナ（
リーダ部１０３）からのスキャン画像の登録があり、図６（ａ）はホストコンピュータ（
ＰＣ／ＷＳ）１０９からのＰＤＬ画像登録手順（第１の制御処理手順）に対応し、図６（
ｂ）はスキャナ（リーダ部１０３）からのスキャン画像登録手順（第２の制御処理手順）
に対応する。
【００５２】
まず、図６（ａ）を参照して、ＰＤＬ画像を登録する場合について説明する。
【００５３】
ＰＤＬ画像を登録する場合、図６（ａ）に示すように、ステップＳ６０１では、図１に示
したＰＣ／ＷＳ１０９上でユーザがプリント設定を行い、ステップＳ６０２に進む。この
プリント設定内容は、部数，用紙サイズ，拡大縮小率，片面／両面，ページ出力順序，ソ
ート出力，ステイプル止めの有無等である。
【００５４】
ステップＳ６０２では、ＰＣ／ＷＳ１０９上でボックス番号を設定することで、画像メモ
リ１０７のボックス全体領域５０２内の領域（ボックス５０３～５０７）が指定され、ス
テップＳ６０３に進む。例えば、ボックス番号が「１」と指定されると、ボックス全体領
域５０２内のボックス５０３が指定されることなる。
【００５５】
ステップＳ６０３では、ＰＣ／ＷＳ１０９上で印刷指示を与え、それと共にＰＣ／ＷＳ１
０９上にインストールされているドライバソフトウェアが印刷対象となるコードデータを
いわゆるＰＤＬデータに変換して、ステップＳ６０１で設定したプリント設定パラメータ
とともに、本画像処理装置の入出力制御部１１０にＰＤＬデータを転送し、ステップＳ６
０４に進む。
【００５６】
ステップＳ６０４では、転送されたＰＤＬデータを画像データに展開（ラスタライズ）す
る。画像データの展開が完了するとステップＳ６０５に進む。
【００５７】
ステップＳ６０５では、展開された画像データを画像メモリ１０７のボックス全体領域５
０２に順次記録（格納）する。例えばボックス番号が「１」のときは、ボックス５０３内
に記憶される。またここでは、ステップＳ６０１で設定したプリント設定パラメータもボ
ックス５０３に記録される。なお、ボックス番号が「２」，「３」のときはそれぞれボッ
クス５０４，５０５に記憶される。この格納処理を終了すると、ＰＤＬ画像登録処理を終
了する。
【００５８】
次に、図６（ｂ）を参照して、スキャン画像を登録する場合について説明する。
【００５９】
スキャン画像を登録する場合は、図６（ｂ）に示すように、まずステップＳ６０６で、操
作部１０２から画像を入力するボックス番号を指定し、ステップＳ６０７に進む。
【００６０】
ステップＳ６０７では、操作部１０２から画像処理等のスキャン設定を指定し、ステップ
Ｓ６０８に進む。
【００６１】
ステップＳ６０８では、操作部１０２からスキャンスタートの指示を出すことで、リーダ
部１０３で原稿を読み取りステップＳ６０９に進む。
【００６２】
ステップＳ６０９では、ステップＳ６０８で読み取った画像をステップＳ６０６で指定し
たボックス領域に格納し、スキャン画像登録処理を終了する。
【００６３】
図７は、図３に示した操作部１０２のボックスキー３０５を押下した場合にＬＣＤ３１６
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に表示されるボックス選択画面の一例を示す模式図である。
【００６４】
図において、７０１はそのボックス番号７０１ａ，ボックス名７０１ｂ，画像メモリ１０
７のボックス全体領域５０２に対してそのボックスがどれだけ容量をとっているかの情報
７０１ｃを表示する領域である。なお、ボックス番号７０１ａを押下すると、図８に示す
パスワード入力画面に遷移する。
【００６５】
７０２，７０３はそれぞれ下スクロールキー，上スクロールキーであり、領域７０１の表
示を越える数のボックスが登録されているときに、画面をスクロールする場合に使用する
。
【００６６】
図８は、図７に示したボックス番号７０１ａを押下した場合にＬＣＤ３１６に表示される
ボックスパスワード入力画面の一例を示す模式図である。
【００６７】
図において、８０３はパスワード表示領域であり、操作部１０２のテンキー３１３等から
入力されるボックスのパスワードを伏せ文字で表示する。
【００６８】
８０１は取消キーで、パスワード入力をキャンセルして、図７に示したボックス選択画面
に戻る。８０２はＯＫキーで、このキーを押下することで、入力したパスワードの確定と
なり、パスワードの検証が行われる。
【００６９】
この検証により、入力されたパスワードが正しいと判断された場合には、図９に示すボッ
クス内画面に遷移し、各ボックスにアクセスできるようになる。一方、入力されたパスワ
ードが誤りである場合には、図示していない警告画面に遷移し、ボックスにはアクセスす
ることはできない。
【００７０】
図９は、図８に示したボックスパスワード入力画面により入力されたパスワードが正しい
場合にＬＣＤ３１６に表示されるボック内画面の一例を示す模式図である。
【００７１】
図において、９０１はボックス内のファイルリストであり、各ファイルの登録日時、ファ
イル名がリスト表示される。ファイルを選択するにはファイル名９０１ａを押下し、現在
選択されているファイルは反転表示される。これはトグル動作になっており、一度選択し
たファイル名９０１ａをもう一度押下すると、選択が解除される。
【００７２】
９０２は選択されたファイルの選択順序を示す表示であり、この図９に示す例の場合には
、ファイル名５，ファイル名１，ファイル名４の順に選択されている。この選択順はその
まま結合保存したときのファイル順序となる。
【００７３】
９０３はスキャンキーであり、現在開いているボックスにスキャナから画像を入力する場
合に使用し、図示しないスキャンの設定画面に遷移する。９０４はプリントキーであり、
ファイルリスト９０１で選択しているファイルをプリントする場合に使用する。
【００７４】
９０５は結合保存キーであり、ファイルリスト９０１内で選択された複数ファイルを１フ
ァイルにまとめて格納しなおしたい場合に使用する。この結合保存キー９０５を押下する
と、図１１に示す結合保存の最初の設定画面に遷移する。
【００７５】
９０６は消去キーであり、ファイルリスト９０１で選択しているファイルを消去する場合
に使用する。９０７は全選択キーであり、ファイルリスト９０１に表示されているファイ
ルを全部選択する場合に使用する。この全選択キー９０７により全選択した場合には、選
択順序はファイルリスト９０１の表示順となる。
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【００７６】
９０８，９０９はそれぞれ下スクロールキー，上スクロールキーであり、ファイルリスト
９０１の表示を超える数のファイルが登録されているときに、画面をスクロールする場合
に使用する。９１０は閉じるキーであり、図８に示したボックスパスワード入力画面に戻
るときに使用する。
【００７７】
図１０は、本発明の画像処理装置における文書結合保存時の文書管理テーブルの構造の一
例を示した模式図である。
【００７８】
図において、文書Ａ～Ｄは、それぞれ文書の管理テーブルを示すものであり、その管理テ
ーブル情報には部数，ステイプル等のフィニッシング情報，その文書にぶら下がっている
ページ数等の文書全体に関わるプリント属性が格納されている。
【００７９】
ページＡ－１～Ａ－ｎ、Ｂ－１～Ｂ－ｎ、Ｃ－１～Ｃ－ｎは、それぞれページの管理テー
ブルを示すものであり、各ページの解像度、画素数等のページに関わるプリント属性が格
納されている。また、このページ管理テーブルには、各ページがプリント時に表裏どちら
に印字するかの両面情報や、用紙サイズとどの給紙段から給紙するかの給紙段情報等の属
性も格納されている。
【００８０】
なお、この図１０で示す例では、３文書の結合保存を例に挙げており、文書Ａ、文書Ｂ、
文書Ｃが結合保存前の文書であり、図９に示したボック内画面で文書Ａ，文書Ｂ，文書Ｃ
の順に選択されたこととする。
【００８１】
また、文書Ｄは結合保存後の文書であり、文書ＡのページＡ－１～Ａ－ｎ，文書Ｂのペー
ジＢ－１～Ｂ－ｎ，文書ＣのページＣ－１～Ｃ－ｎの順にコピーされ文書Ｄに繋がってい
る。この結合保存された文書Ｄは、文書Ａ～Ｃのプリント属性を全て継承しているわけで
はなく、文書Ｄが作成される時点で、フィニッシング，部数等は全てクリアされ、ソート
１部というごく基本的なモードを新たに設定する。これは、結合前の各文書が異なる部数
、異なるフィニッシングだった場合に、プリント時に不整合が発生するのを防ぐためであ
る。
【００８２】
さらに、本実施形態では、上述したように両面情報，給紙段情報をページ管理テーブルに
持たせてあり、元文書のページ管理テーブルを結合された文書のページ管理テーブルにコ
ピーすることで、結合文書が元文書の属性を継承するように構成しているが、文書の構造
をもう一階層増やし、文書のテーブルに両面情報等の継承すべき情報を持ち、その上の階
層に継承しない情報を持たせることで属性継承を行うように構成してもよい。
【００８３】
図１１は、図９に示したボック内画面の結合保存キー９０５が押下された場合にＬＣＤ３
１６に表示される結合保存の最初の設定画面の一例を示す模式図である。
【００８４】
図において、１２０１は文書選択数であり、結合保存する文書がいくつ選択されているか
を表示している。１２０２は、結合保存結果文書の部数を表示しており、この画面を表示
した時点ではデフォルトの１部を表示している。また、ユーザは結合保存結果文書の部数
を自由に設定することができる。
【００８５】
１２０３は、結合保存前の選択文書に部数が異なる文書が１つでもある場合に表示される
警告表示である。警告だけで、実際にはデフォルト部数もしくはユーザが設定した部数で
結合保存される。
【００８６】
１２０４はプリント設定変更キーであり、このキーを押下することにより、図１２に示す
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プリント設定変更画面に遷移し、部数のみならずさらに詳細なプリント設定を行うことが
できる。１２０５は、結合保存後に元文書を消去するかどうかの設定を行うキーであり、
このキーはキーが押下されるたびにトグル表示され、設定のＯＦＦ／ＯＮを交互に行うこ
とができる。
【００８７】
１２０６は部数変更キーであり、このキーを押下することで図示しないソフトテンキー画
面に表示が遷移し、結合保存結果文書の部数１２０２に表示されている結合保存後の部数
を変更することができる。
【００８８】
１２０７はキャンセルキーであり、この画面から抜けて、図９に示したボック内画面に戻
るときに使用する。
【００８９】
１２０９はファイル名設定キーで、このキーを押下することで図示しないファイル名設定
画面により結合後のファイル名を設定することができる。１２０８は結合保存開始キーで
あり、このキーを押下することで結合保存を開始する。
【００９０】
図１２は、図１１に示した結合保存の最初の設定画面のプリント設定変更キー１２０４が
押下された場合にＬＣＤ３１６に表示されるプリント設定変更画面の一例を示す模式図で
ある。
【００９１】
図において、１３０１は、結合保存後の文書の給紙段と用紙サイズを表示している。なお
、ここでは図示しないが、用紙サイズが混在している場合は混在していることを用紙サイ
ズ表示１３０１に表示する。また、用紙サイズ表示１３０１上の自動用紙は、ユーザが明
示的に指定した給紙段ではなく、元文書の用紙サイズを優先して給紙段を決定することを
示している。
【００９２】
１３０２は、現在設定されている部数を示している。１３０３は、元の設定に戻すための
キーであり、この画面で設定したプリント設定を元文書の設定に戻すときに使用する。
【００９３】
１３０４は、結合保存後に元文書を消去するかどうかの設定キーである。１３０５は用紙
選択キーであり、このキーを押下することで図１４に示す用紙選択画面に遷移する。１３
０６はソータキーであり、ステイプル，パンチ穴等のフィニッシング設定を行うためのキ
ーである。
【００９４】
１３０７は両面キーであり、このキーから図１３に示す両面設定画面に遷移し、両面設定
を行うことができる。１３０８は表紙／仕切紙キーであり、表紙，合紙，仕切紙の挿入設
定を行うことができる。１３０９は製本キーであり、プリント後にそのまま半分に折るこ
とで本になるような面順にプリントする設定を行うことができる。
【００９５】
１３１０はキャンセルキーであり、この画面での設定を無効にして図１１に示した結合保
存の最初の設定画面に戻るときに使用する。１３１１は結合保存開始キーであり、このキ
ーを押下することで結合保存を開始する。
【００９６】
図１３は、図１２に示したプリント設定変更画面の両面キー１３０７が押下された場合に
ＬＣＤ３１６に表示される両面設定画面の一例を示す模式図である。
【００９７】
図において、１４０１は左右開きキーであり、左右に開くように両面印字する場合に設定
する。１４０２は上下開きキーであり、上下に開くように両面印字する場合に設定する。
なお、左右開きキー１４０１と上下開きキー１４０２は、トグル動作し、どちらか一方し
か選択はできないように構成されている。
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【００９８】
１４０３は連続キーであり、文書結合で両面設定した場合で、前文書の最終ページが表面
だった場合に、次文書の１ページ目をその裏面に印字する場合にこのキーを設定する。１
４０４は連続しないキーであり、文書結合で両面設定した場合で、前文書の最終ページが
表面だった場合に、次文書の１ページ目を裏に印字せず、次用紙の表面に印字する場合に
設定する。なお、この連続キー１４０３と連続しないキー１４０４もトグル動作し、どち
らか一方しか選択することができないように構成されている。また、左右開きキー１４０
１から連続しないキー１４０４の設定を行うと、結合保存する全文書に対して適用される
。
【００９９】
１４０５は、元文書の設定を保存するかどうかを選択するキーであり、このキーを設定す
ると、両面設定に関して元文書の設定を有効にする。例えば、元文書に片面文書と両面文
書が混在していた場合、片面文書は片面に、両面文書は両面に印字するように設定を保存
する。また、この元の文書の設定を保存キー１４０５が設定されている場合は、キー１４
０１～１４０４は無効となり、設定できないように構成されている。
【０１００】
１４０６はキャンセルキーであり、この画面での設定を無効にして、図１２に示したプリ
ント設定変更画面に戻すときに使用する。１４０７はＯＫキーであり、この画面での設定
を有効にして、図１２に示したプリント設定変更画面に戻すときに使用する。
【０１０１】
図１４は、図１２に示したプリント設定変更画面の用紙選択キー１３０５が押下された場
合にＬＣＤ３１６に表示される用紙選択画面の一例を示す模式図である。
【０１０２】
図において、１５０１は、元文書の給紙段設定を保持する場合に使用するキーであり、こ
のキーを押下することで複数の元文書が異なる給紙段設定だった場合にも、それを有効に
する場合に使用する。１５０２は手差し用紙指定キーで、手差し用紙の用紙サイズを決定
する場合に使用するキーである。
【０１０３】
１５０３は給紙段キーであり、現在入っている用紙サイズとその給紙段の用紙残量が表示
されている。この給紙段キー１５０３を選択することで、元文書の給紙段設定を全てクリ
アし、このキーで選択された給紙段を全てのページに適用する。なお、手差し用紙指定キ
ー１５０２，給紙段キー１５０３は、元文書の設定を保持キー１５０１とは同時に設定す
ることはできない。
【０１０４】
１５０４は閉じるキーであり、この画面での設定を有効にして、図１２に示したプリント
設定変更画面に戻すときに使用する。
【０１０５】
以下、図１５，図１６に示すフローチャートを参照して、本発明の画像処理装置における
結合保存処理について説明する。
【０１０６】
図１５は、本発明の画像処理装置における第３の制御処理手順の一例を示すフローチャー
トであり、結合保存処理に対応する。なお、このフローチャートの処理は、図１に示した
制御部１０８のＣＰＵがＲＯＭ又は他の記憶媒体に格納されたプログラムを実行すること
により実現される。また、図中のＳ１６０１～Ｓ１６１０は各ステップを示す。
【０１０７】
まず、ステップＳ１６０１では、図１０に示した結合保存先の文書管理テーブルを同じボ
ックス内に新規に割り当て、プリント設定変更で設定された設定で初期化し、ステップＳ
１６０２に進む。なお、本実施形態では、結合保存先は同一ボックスとしているが、もち
ろんユーザに保存先のボックスを選択させて他のボックスに保存するように構成してもよ
い。また、図示しないファイル名設定画面により設定したファイル名はこの時点で文書管
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理テーブルに保存するが、ファイル名が設定されていない場合には時刻をファイル名に変
換して保存する。
【０１０８】
ステップＳ１６０２では、元文書情報を読み出し、その文書に繋がるページを検索し、Ｓ
１６０３に進む。ステップＳ１６０３では、元文書にぶらさがっているページを１ページ
読み出し、ステップＳ１６０４に進む。ステップＳ１６０４では、結合保存先のページ管
理テーブルを新規に割り当て、ステップＳ１６０５に進む。
【０１０９】
次に、ステップＳ１６０５では、元文書のページ管理テーブルの内容をステップＳ１６０
４で割り当てた結合保存先のページ管理テーブルにコピーし、プリント設定変更で設定さ
れたプリント設定をページ管理テーブルに設定し、ステップＳ１６０６に進む。このステ
ップＳ１６０５のページ管理テーブル設定処理の詳細シーケンスは図１６に示す。
【０１１０】
ステップＳ１６０６では、結合保存先の文書管理テーブルのページ数情報と、ステップＳ
１６０３で読み出したページの実画像の参照数をインクリメントし、ステップＳ１６０７
に進む。なお、上記実画像の参照数とは、実際に画像をコピーするのではなく、いくつの
文書に参照されているかをカウントすることで、実画像による画像メモリ１０７の圧迫を
防ぐためであり、参照数が「０」になった時点で実画像を消去する。もちろん、画像メモ
リ１０７の容量が多い場合や、画像自体に編集等を加える場合には実際に実画像をコピー
するように構成してもよい。
【０１１１】
ステップＳ１６０７では、ステップＳ１６０３で読み出したページが元文書の最終ページ
かどうかを判断し、最終ページであればステップＳ１６０８に進み、そうでなければステ
ップＳ１６０３に戻る。
【０１１２】
ステップＳ１６０８では、元文書を消去する設定になっているかどうかを判断し、消去設
定になっている場合にはステップＳ１６０９に進み、元文書を消去し、ステップＳ１６１
０に進む。一方、ステップＳ１６０８で、元文書を消去する設定になっていない（消去し
ない設定）の場合には、そのままステップＳ１６１０に進む。
【０１１３】
ステップＳ１６１０では、ステップＳ１６０９までで処理した文書が結合する最終文書で
あるかどうかを判断し、最終文書であれば処理を終了し、そうでなければステップＳ１６
０２に戻る。
【０１１４】
図１６は、本発明の画像処理装置における第４の制御処理手順の一例を示すフローチャー
トであり、図１５のステップＳ１６０５に示したページ管理テーブル設定処理の詳細に対
応する。なお、このフローチャートの処理は、図１に示した制御部１０８のＣＰＵがＲＯ
Ｍ又は他の記憶媒体に格納されたプログラムを実行することにより実現される。また、図
中のＳ１７０１～Ｓ１７０９は各ステップを示す。
【０１１５】
まず、ステップＳ１７０１では、結合保存元文書のページ管理テーブルを結合保存後文書
のページ管理テーブルにコピーし、ステップＳ１７０２に進む。ここでコピーするデータ
内容としては、主に解像度、画素数等の画像に関する情報と、プリント時の印字面、給紙
段情報等のページに関わる情報である。
【０１１６】
次に、ステップＳ１７０２では、両面設定を保持する設定かどうかを判断し、両面設定を
保持する設定だった場合には、既に元ページの設定がコピーされているため、ステップＳ
１７０８に進む。
【０１１７】
一方、ステップＳ１７０２で、両面設定を保持しない設定であると判断した場合には、ス
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テップＳ１７０３に進む。
【０１１８】
ステップＳ１７０３では、現在読み出しているページが元文書の先頭ページかどうかを判
断し、先頭ページだった場合にはステップＳ１７０４に進み、そうでなければステップＳ
１７０５に進む。
【０１１９】
ステップＳ１７０４では、文書間の両面印字面を連続させる設定になっているかどうかを
判断し、連続させる設定の場合はステップＳ１７０５に進み、そうでなければステップＳ
１７０６に進む。
【０１２０】
ステップＳ１７０５では、前のページの印字面から現在読み出したページの印字面を判断
してページ管理テーブルに設定し、ステップＳ１７０７に進む。
【０１２１】
一方、ステップＳ１７０６では、ページ管理テーブルにページの印字面を表と設定し、ス
テップＳ１７０７に進む。
【０１２２】
ステップＳ１７０７では、上下開きか左右開きか、印字面が表面か裏面かで画像の回転方
向を決定し、ページ管理テーブルに設定し（上下左右開き方による画像方向設定）、ステ
ップＳ１７０８に進む。
【０１２３】
ステップＳ１７０８では、元文書の給紙段設定を保持するかどうかを判断し、保持する設
定だった場合には、既にページ管理テーブルに給紙段設定がコピーされているためにその
まま処理を終了し、保持しない設定だった場合には、ステップＳ１７０９に進む。
【０１２４】
ステップＳ１７０９では、ユーザが選択した給紙段をページ管理テーブルに設定し、処理
を終了する。
【０１２５】
なお、本実施形態では、両面設定、給紙段設定に関して元文書の属性を保持するかどうか
をユーザが選択できるように構成したが、その他の属性を選択できるように構成してもよ
い。例えば、給紙段の選択ではなく、印刷する用紙の材質の選択，給紙段と用紙材質の双
方の選択等をユーザが行うように構成してもよい。
【０１２６】
以上説明したように、一度ハードディスク等の画像メモリに格納したスキャナやＰＤＬ画
像を画像メモリ上で結合して新規文書を作成することで、何度も出力に同じ設定を行わず
簡単操作で文書の結合プリントができるデジタル複写機等の画像処理装置を提供すること
ができる。
【０１２７】
また、この結合して作成した新規文書を不整合が発生する属性以外はなるべく元文書のプ
リント時と同じプリント出力結果が得られるように属性を引き継ぐことで、よりユーザの
期待通りのプリント出力結果を手間無く得ることができる。
【０１２８】
なお、上記各実施形態では、プリンタ部１０４が１ドラム系のレーザビーム方式である場
合を例にして説明したが、複数ドラム系であっても、またレーザビーム方式以外の電子写
真方式（例えばＬＥＤ方式）でも、液晶シャッタ方式、インクジェット方式、熱転写方式
、昇華方式でもその他のプリント方式であっても本発明は適用可能である。
【０１２９】
さらに、上記実施形態では、図１に示したデジタル複写機の画像メモリ１０７内に保持さ
れた画像データを操作部１０２からの操作により、上記結合保存処理を指示する場合につ
いて説明したが、デジタル複写機の画像メモリ１０７内に保持された画像データをＰＣ／
ＷＳ１０９からの操作により（図７～図９，図１１～図１４に示した画面をＰＣ／ＷＳ１
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０９のモニタ上に表示し、該画面から結合保存処理を指示することにより）、上記デジタ
ル複写機上での結合保存処理を指示するように構成してもよい。
【０１３０】
また、上記実施形態では、図１に示したデジタル複写機の画像メモリ１０７内に保持され
た画像データを結合保存処理する場合について説明したが、ＰＣ／ＷＳ１０９内のハード
ディスク等に保持された画像データ（外部機器（デジタルカメラ，スキャナ，ファイルサ
ーバ，他のＰＣ／ＷＳ等）から入力保持した画像データ，ＰＣ／ＷＳ１０９上のアプリケ
ーションで作成した画像データ等）を、ＰＣ／ＷＳ１０９からの操作により（図７～図９
，図１１～図１４に示した画面をＰＣ／ＷＳ１０９のモニタ上に表示し、該画面から結合
保存処理を指示することにより）、ＰＣ／ＷＳ１０９上で結合保存処理させる（ＰＣ／Ｗ
Ｓ１０９上で図１５，図１６の処理を実行させる）ように構成してもよい。
【０１３１】
さらに、外部機器（図１に示したようなデジタル複写機，ファイルサーバ，他のＰＣ／Ｗ
Ｓ等）内に保持された画像データを、ＰＣ／ＷＳ１０９からの操作により（図７～図９，
図１１～図１４に示した画面をＰＣ／ＷＳ１０９のモニタ上に表示し、該画面から結合保
存処理を指示することにより）、ＰＣ／ＷＳ１０９に取り込み、ＰＣ／ＷＳ１０９上で結
合保存処理させる（ＰＣ／ＷＳ１０９上で図１５，図１６の処理を実行させる）ように構
成してもよい。
【０１３２】
さらに、外部機器（図１に示したようなデジタル複写機，ファイルサーバ，他のＰＣ／Ｗ
Ｓ等）内に保持された画像データを、ＰＣ／ＷＳ１０９からの操作により（図７～図９，
図１１～図１４に示した画面をＰＣ／ＷＳ１０９のモニタ上に表示し、該画面から結合保
存処理を指示することにより）、ファイルサーバ上での結合保存処理させる（ファイルサ
ーバ上で図１５，図１６の処理を実行させる）ように構成してもよい。
【０１３３】
また、外部機器（図１に示したようなデジタル複写機，ファイルサーバ，他のＰＣ／ＷＳ
等）内に保持された画像データと、ＰＣ／ＷＳ１０９内のハードディスク等に保持された
画像データ（外部機器（デジタルカメラ，スキャナ，ファイルサーバ，他のＰＣ／ＷＳ等
）から入力保持した画像データ，ＰＣ／ＷＳ１０９上のアプリケーションで作成した画像
データ等）とを、ＰＣ／ＷＳ１０９からの操作により（図７～図９，図１１～図１４に示
した画面をＰＣ／ＷＳ１０９のモニタ上に表示し、該画面から結合保存処理を指示するこ
とにより）、ＰＣ／ＷＳ１０９上で結合保存処理させる（ＰＣ／ＷＳ１０９上で図１５，
図１６の処理を実行させる）ように構成してもよい。
【０１３４】
さらに、上記各実施形態の構成を合わせた構成も本発明に含まれるものである。
【０１３５】
以下、図１７に示すメモリマップを参照して本発明に係る画像処理装置で読み出し可能な
データ処理プログラムの構成について説明する。
【０１３６】
図１７は、本発明に係る画像処理装置で読み出し可能な各種データ処理プログラムを格納
する記憶媒体のメモリマップを説明する図である。
【０１３７】
なお、特に図示しないが、記憶媒体に記憶されるプログラム群を管理する情報、例えばバ
ージョン情報，作成者等も記憶され、かつ、プログラム読み出し側のＯＳ等に依存する情
報、例えばプログラムを識別表示するアイコン等も記憶される場合もある。
【０１３８】
さらに、各種プログラムに従属するデータも上記ディレクトリに管理されている。また、
インストールするプログラムやデータが圧縮されている場合に、解凍するプログラム等も
記憶される場合もある。
【０１３９】
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本実施形態における図６（ａ），図６（ｂ），図１５，図１６に示す機能が外部からイン
ストールされるプログラムによって、ホストコンピュータにより遂行されていてもよい。
そして、その場合、ＣＤ－ＲＯＭやフラッシュメモリやＦＤ等の記憶媒体により、あるい
はネットワークを介して外部の記憶媒体から、プログラムを含む情報群を出力装置に供給
される場合でも本発明は適用されるものである。
【０１４０】
以上のように、前述した実施形態の機能を実現するソフトウエアのプログラムコードを記
録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピ
ュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行
することによっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
【０１４１】
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実現
することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することにな
る。
【０１４２】
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク，
ハードディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ，磁気テープ，不揮発性のメモリカード，ＲＯＭ，ＥＥＰＲＯＭ，シリコンディスク等
を用いることができる。
【０１４３】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【０１４４】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態
の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１４５】
また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる
装置に適用してもよい。また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給する
ことによって達成される場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明を
達成するためのソフトウエアによって表されるプログラムを格納した記憶媒体を該システ
ムあるいは装置に読み出すことによって、そのシステムあるいは装置が、本発明の効果を
享受することが可能となる。
【０１４６】
さらに、本発明を達成するためのソフトウエアによって表されるプログラムをネットワー
ク上のデータベースから通信プログラムによりダウンロードして読み出すことによって、
そのシステムあるいは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。
【０１４７】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、保持されている複数のジョブに設定されている
印刷条件を利用しながらも、結合した１つのジョブに対してユーザの好みに応じて印刷条
件を自由に設定させることで、フレキシブルなボックス結合保存処理環境を構築できると
いう効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示す画像処理装置を適用可能なデジタル複写機の構成を示
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すブロック図である。
【図２】図１に示したリーダ部及びプリンタ部の構成を示す断面図である。
【図３】図１に示した操作部のキー配列を示す平面図である。
【図４】図３に示した操作部のコピー標準画面を示す模式図である。
【図５】図１に示した画像メモリの論理的な使用方法を示す模式図である。
【図６】本発明の画像処理装置における第１，２の制御処理手順の一例を示すフローチャ
ートである。
【図７】図３に示した操作部のボックスキーを押下した場合にＬＣＤに表示されるボック
ス選択画面の一例を示す模式図である。
【図８】図７に示したボックス番号を押下した場合にＬＣＤに表示されるボックスパスワ
ード入力画面の一例を示す模式図である。
【図９】図８に示したボックスパスワード入力画面により入力されたパスワードが正しい
場合にＬＣＤに表示されるボック内画面の一例を示す模式図である。
【図１０】本発明の画像処理装置における文書結合保存時の文書管理テーブルの構造の一
例を示す模式図である。
【図１１】図９に示したボック内画面の結合保存キーが押下された場合にＬＣＤに表示さ
れる結合保存の最初の設定画面の一例を示す模式図である。
【図１２】図１１に示した結合保存の最初の設定画面のプリント設定変更キーが押下され
た場合にＬＣＤに表示されるプリント設定変更画面の一例を示す模式図である。
【図１３】図１２に示したプリント設定変更画面の両面キーが押下された場合にＬＣＤに
表示される両面設定画面の一例を示す模式図である。
【図１４】図１２に示したプリント設定変更画面の用紙選択キーが押下された場合にＬＣ
Ｄに表示される用紙選択画面の一例を示す模式図である。
【図１５】本発明の画像処理装置における第３の制御処理手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図１６】本発明の画像処理装置における第４の制御処理手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図１７】本発明に係る画像処理装置で読み出し可能な各種データ処理プログラムを格納
する記憶媒体のメモリマップを説明する図である。
【符号の説明】
１０１　デジタル複写機本体
１０２　操作部
１０３　リーダ部
１０４　プリンタ部
１０５　画像入出力制御部
１０６　コンピュータインタフェース部
１０７　画像メモリ
１０８　バックアップＲＡＭ
１０９　ＰＣ／ＷＳ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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